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１．カーボンフットプリント制度とは  

原材料・部
品の調達 

 製造  流通 
 消費・使用 
・維持管理 

 廃棄・ 
リサイクル 

注：数値は全て仮定 

温室効果ガスの削減効果が 
大きい部分を把握 

事業者間を超えた最適化 
≒「ムダの見える化」 

事業者にとっての意義 

消費者にとっての意義 
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○カーボンフットプリント制度とは、商品のライフサイクル全体で排出された温室効果ガスを 

  二酸化炭素の排出量に換算して「見える化」する仕組みの一つ。 

○事業者・消費者双方が温室効果ガス削減に向けた行動をするため、一定のルールに基
づいて算出した数値（物差し）。 

環境調和型の消費行動のためのシグナル 

ＣＯ２数値を表示できる高レベルのサプライチェーン管理（トレーサビリティ）のアピール 

カーボンフットプリント制度の意義（イメージ：缶飲料） 

・アルミ缶生産 
・原材料の栽培 

・ジュース製造 
・パッケージング 

・輸配送 
・冷蔵輸送 

・空き缶収集 
・リサイクル処理 

15% 25% 35% 10% 

・冷蔵 
 

15% 

カーボンフットプリン
ト 



2006 12月 英国テスコ社の実施宣言 

2007 １月 英国ウオーカー社が試行販売実施 

    6月 ISO/TC207/SC7(北京)で検討開始 

2008 6月 福田総理「低炭素社会・日本」METI試行プロジェクト開始 

    6月 SC7（ボコタ)新作業提案,11月可決 

    12月 エコプロダクツ2008で30社が試算 

2009 1月 SC7-WG2第１回会合(コタキナバル) 

       6月第2回(カイロ),10月第3回(ウィーン) 

    10月 日本で3品目が市場へ 

    12月 エコプロダクツ2009で27社が実施 

2010 2月 SC7-WG2第4回(東京) 

    7月 SC7-WG2第5回（メキシコ・レオン) DIS提案 

    12月 エコプロダクツ2010で27社が実施 

2011 1月 SC7-WG2第6回（イタリア・トリエステ) 

    6月 SC7-WG2第7回（ノルエー・オスロ) 

           11月 SC7-WG2第8回（カナダ・トロント) DISへ 

2012末？   ISO-14067(CFP)発行？ 

 

 

 

 

 

 

製品のカーボンフットプリントの経緯 
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2008年 フランスで販売開始 
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２．カーボンフットプリント制度試行事業の全体スケジュール 

平成20年度 

【準備期間】 

平成21年度 

【国による試行事業１年
目】 

平成22年度 

【国事業２年目】 

平成23年度 

【国事業の最終年度】 

平成2４年
度 

 

ルール 

改善・ 

実用化 

ISO 

（国際標
準化） 

ｽｹｼﾞｭｰ
ﾙ 

TC207/ 
SC7 

コタキナ 
バル 
会合 
(1月) 

NWIP 
承認・ 

ISO作業 
作業 

(11月) 

国際 
規格 
発行 
予定 

 

TC207 
カイロ 
会合 
(6月) 

TC207/ 
SC7 
ｳｨｰﾝ 
会合 
(10月) 

TC207/ 
SC7/WG2 
東京会合 

(2月) 

TC207/ 
SC7 

レオン 
会合 
(7月) 

○試行事業の立ち上
げ 

 ・PCR認定 
 ・CFP検証 

 
○課題の抽出 
 
○ＤＢ構築開始 

○平成２１年度試行事業を
踏まえた見直し 

○商品の拡大・ニーズの反
映 

 ・多様な表示のあり方、広
範囲ＰＣＲ、サービス分
野の検討 

 ・ＰＣＲが既存の商品種に
おける商品拡充の推進 

○データベースの整備 

 ・原単位ＤＢの拡充・公開 

 ・アジア等との国際協調 

ルール検討
会 

 ・指針の策
定 

 ・ＰＣＲ策定 
    基準の策

定 

TC207/ 
SC7/WG2 
トリエステ 

会合 
(2011年1月) 
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○平成２２年試行事
業 

  を踏まえた見直し 

○ニーズを踏まえた
実証実験への取組 

・サービス分野の実
証 

・検証スキーム実証 

○消費者コミュニケー
ションの促進 

○国際潮流との協調 

 

○ＩＳＯ等の国際的な制度協調を図りつつ、平成２４年度以降の民間移行を睨み、試行事業を推進。 

○サービス分野の実証や広範囲ＰＣＲの更なる実証を進めると共に、民間移行に向けたとりまとめ作業を推進。 

TC207/ 
SC7/WG2 

 
トロント 
会合 

TC207/ 
SC7/WG2 

オスロ 
会合 
(6月) 

民
間
事
業
へ
移
行 



 

 ●イギリスの動向 

 ●フランスの動向 

 ●韓国の動向 

 ●その他における動向 

 

 

海外のカーボンフットプリント関連情報紹介 
 

16 
(社)産業環境管理協会 提供 



●PAS2050:2011（PAS2050の改訂版）の発行 
 
・2011/10/3 算定ルール「PAS2050」の改訂版がリリース。 
 下記サイトよりダウンロード可能 
  http://www.bsigroup.com/en/sectorsandservices/Forms/PAS-2050-Form-page/ 
 

●市場動向 
・ 2010年、イギリス国内でCarbon Labelを添付した商品の売り上げは 
 年間20億ポンド（≒30億U$）にのぼり、認知度は20%。 
  
   cf. - Organic label：15億ポンド 認知度54% 
     - Fairtrade label ：8億ポンド 認知度82％ 
    
 
●海外展開 
  国内だけではなく、オーストラリア、ニュージーランド他でも、 
   カーボンラベルを認証し、市場流通させている。 
 
 
  

イギリスの動向 
－カーボンフットプリントの取組－ 

17 
(社)産業環境管理協会 提供 



イギリスの動向 
－カーボンフットプリントの取組－ 

CICS SGS LRQA 

UKAS 

CTFCC 

認証スキーム(ISO14065に基づき認定） 

企業 

CT 
(ルール管理） 

CT Footprinting 

（元
CarbonLabel） 

ラベル発行etc. 
 

独
立
会
社
と
し
て
手
を
組
む 

ラベルまでセットになった 

サービスを持つのはCTのみ 

4機関は競合関係 

イギリスの動向 
－カーボンフットプリントの取組－ 

認証機関は競合関係 

18 
(社)産業環境管理協会 提供 



●経緯 

・2007年：サルコジ大統領の下、環境政策に関するround table        
 （＝環境 グルネル懇談会）発足 

・2009年：グルネル法１（グルネル環境会議実施計画法）の発布 

・2010年：グルネル法２（環境に関する国家コミットメント法）の発布 

 ‐2011年1月から予定されていた環境ラベルの貼付の義務化は見送り。 

・2011年7月：試行事業の開始  
 ‐参加企業数：168社／応募企業230社 
 ‐2010年に政府主導で行われた 
  ADEME/AFNORプラットホーム内の活動は継続 
  （PCRの開発、DB構築、算定ツール開発） 
 ‐企業独自の取り組みも奨励 
 -統一ラベルはなく、コミュニケーション媒体・形式等自由 
 ‐第三者検証なし  
   ‐マルチクライテリア 
   
・2013年 ・・・ 義務化について再検討 
              
 
 
 

フランスの動向 
－環境情報表示の義務化に向けた取り組み－ 

19 (社)産業環境管理協会 提供 



フランスの動向 
－環境情報表示の義務化に向けた取り組み－ 

Levi strausse &Co. 
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(社)産業環境管理協会 提供 



フランスの動向 
－環境情報表示の義務化に向けた取り組み－ 

21 
(社)産業環境管理協会 提供 



韓国の動向 
－カーボンフットプリントの取り組み－ 

・KEITI（Korea Environmental Industry and Technology Institute)が運営母体 
・2009年～ 算定ルールの策定・PCRの公開等 
・2010年～ 算定ガイドラインの詳細設定の実施等 
・2011年9月末：Webサイトには431の認証製品が掲載されている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類 商品数 

非耐久財 Non-durable goods 235 

エネルギー非使用型耐久財 Energy-non-using durable goods 16 

エネルギー使用型耐久財 Energy-using durable goods 66 

生産財 Production goods 101 

サービス Service 13 

炭素排出認証（carbon emissions certificate) 低炭素製品認証（Low-Carbon Product 
Certificate) 

22 
(社)産業環境管理協会 提供 



韓国の動向 
－カーボンフットプリントの取り組み－ 

 

●「グリーンカードシステム」・・・クレジットカードを使用した特典プログラム  
 ・2011/7/20に開始されたインセンティブ付与の活動 
 ・ロッテ、E-Mart等、大手百貨店・スーパー等で採用 
 
 
 
 
 
 

 
 
地方自治体：電気・ガス・水の消費削減 
 
製造業者： “グリーンな”製品の購入 
 
小売店： “グリーンな”製品・サービスの購入 
 

グリーンライフサービス： MYカップの利用・エコツアー参加 
 
金融機関： 公共料金のクレジット払い 

 
 

グリーンカード 
 

 
 

Point獲得 

 
グリーン製品の購入 

レストラン・ホテルetc用のギフト券 
映画のチケット 

航空券のマイルへの変換 
チャリティー・環境関連の募金 

 23 (社)産業環境管理協会 提供 



その他における動向 

台   湾 タ   イ 

・運営母体：TGO 
（Thailand Greenhouse Gas Management 
Organization ） 
・2011年9月現在、68企業の製品が検証
を受けた。 
・ガイドラインの発行、LCIデータベースの
構築、PCRの制定等、積極的な取り組み。 
 
 
 
 
 

Taiwan Product Carbon Footprint 
 
・運営母体：EPA 
（Environmental Protection Administration 
Executive Yuan) 
・2010年：13企業16製品が検証を受けた。 
・2011年：30企業77件の申請を受理。 
・製品は日用品、出版物、電子機器など。電
子機器の割合が日本より高い。 
・8つの認証機関をEPAが認定しており、検証
スキームを構築している。 
・マーク表示は絶対値表示が基本。 
・今後、低炭素製品認証マークにも取り組む。 
 24 (社)産業環境管理協会 提供 



(社)産業環境管理協会 提供 



(社)産業環境管理協会 提供 



(社)産業環境管理協会 提供 



(社)産業環境管理協会 提供 



(社)産業環境管理協会 提供 
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2011.01.25  CFP展示会 
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Carbon Footprint in Broiler (Chicken for meat) 

Feeds for 
Broiler: < 3-

week old  

Feed for 
Broiler: 3-6 
weeks old 

Feed for 
Broiler:  > 6 
weeks old 

Feeds No. 203 Feeds No. 204 Feeds No. 205 





 



●GHG プロトコルスタンダード 
－2011/10/4  
  製品：“Product Life Cycle standard” 
  企業：“Corporate Value Chain (Scope 3) Standard”がリリース 
 （www.ghgprotocol.org からダウンロード可） 
 
※WRI/WBCSDがイニシアティブに参加している企業と協力して     
作成しているフォーラム主導の基準・ガイドライン 
 

     GHG Protocol Initiative (WRI/WBCSD) 

その他における動向 

     EC （欧州委員会） 

●製品の環境フットプリント 
 2010年： 日本を含む世界のCFP制度に関する調査 
 2011年： 環境フットプリント（マルチクライテリア）に関し取組中 
  ‐手法論の開発、PFCR(Product Footprint Category Rules)についての検討等 
 
 別途、「企業の環境フットプリント」に関する取組も開始。 
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The name of 12 organization (in Thailand)  
that joined to the CFP of organization  

with co-project (TGO&MTEC) :  
Pilot Project 



Sahaviriya Steel Industries Public Co., Ltd. (SSI) 

The Pilot Project: 12 Oraganization 

Thaigypsum Company Limited. 

Bangkok Aviation Fuel Services Public Company Limited  

Thai Paper Company Limited (TPC)  
(A company under main parent company, Siam Cement Public 
Company Limited, SCG) 

The Siam Cement (Lampang) Public Company Limited.  
(A company under main parent company, Siam Cement Public 
Company Limited, SCG) 

Bangkok Aviation Fuel Services Public Company Limited  



The Pilot Project: 12 Oraganization (cont.) 

Pollution Control Department (PCD),  
Ministry of Natural Resources and Environment 

Delta Electronics (Thailand) Public Company Ltd. 

School of Energy and Environment,  
University of Phayao  

Faculty of Architecture,  
Chiang Mai University  

National Science and Technology Development Agency (NSTDA) 

Thailand Greenhouse Gas Management Organization  
(Public Organization) (TGO)  



2006 12月 英国テスコ社の実施宣言 

2007 １月 英国ウオーカー社が試行販売実施 

    6月 ISO/TC207/SC7(北京)で検討開始 

2008 6月 福田総理「低炭素社会・日本」METI試行プロジェクト開始 

    6月 SC7（ボコタ)新作業提案,11月可決 

    12月 エコプロダクツ2008で30社が試算 

2009 1月 SC7-WG2第１回会合(コタキナバル) 

       6月第2回(カイロ),10月第3回(ウィーン) 

    10月 日本で3品目が市場へ 

    12月 エコプロダクツ2009で27社が実施 

2010 2月 SC7-WG2第4回(東京) 

    7月 SC7-WG2第5回（メキシコ・レオン) DIS提案 

    12月 エコプロダクツ2010で27社が実施 

2011 1月 SC7-WG2第6回（イタリア・トリエステ) 

    6月 SC7-WG2第7回（ノルエー・オスロ) 

           11月 SC7-WG2第8回（カナダ・トロント) DISへ 

2012末？   ISO-14067(CFP)発行？ 

 

 

 

 

 

 

製品のカーボンフットプリントの経緯 



カナダ・トロント会合(11/21-24)での新たな展開 

• Partial CFP を認める.  

• 炭素貯留、Carbon Offset は認めない。 

• Land Use Changeは重要な場合に計算する. 

• Fossil とBiogenic Carbonは別に書く. 

• 飛行機の排出も算定する. 

• 自社の同じ製品は削減率を計算できる 

   

コミュニケーションは５種x外部公表（有無） 

• 外部公表なし(Public Avairable)にはラベルがない。 

• 外部公表のCraimは数値表示が必須？ 
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CFP 
quantification 

(Clause 6) 

CFP study 
report 

(Clause 7) 

CFP External 
report  
- 8.4.1 

CFP performance 
tracking report 

- 8.4.2 

CFP claim 
- 8.4.3 

CFP label 
- 8.4.4 

CFP declaration 
- 8.4.5 

CFP External 
report  
- 8.4.1  

CFP performance 
tracking report 

- 8.4.2 

CFP claim 
- 8.4.3 

CFP declaration 
- 8.4.5 

yes 

no 

CFP study (Clause6&7) 
CFP communication (Clause8) 

No more 
requirement 

no 

yes 

Communi
cation? 

Publicly 
available? 

CFP Disclosure 
report 

(Clause 8.3.3) 

Verified 
CFP study 

report 
(Clause 8.3.2) 

 
Third party 

verification? 
 

yes 

no 

- No CFP  
   programme  
- No CFP-PCR. 
- Verification is  
  optional. 

- CFP Programme   
   is mandatory.  
- CFP-PCR is    
  mandatory. 
- Independent   
  verification is  
  required. 

- CFP Programme  
   is optional.  
- CFP-PCR is  
   optional. 
- Independent 3rd      
  party  verification  
  or CFP  
  disclosure 
  report is required.  

- CFP Programme 
is optional.  
- CFP-PCR is  
  mandatory. 
- Independent 3rd  
party  verification 
or CFP  disclosure  
 report is required. 

- CFP  
Programme is 
mandatory.  
- CFP-PCR is  
  mandatory. 
- Independent 
3rd  party  
verification or 
CFP  disclosure  
 report is 
required. 



14067(CD) 

製品のカーボンフットプリント（CFP) 

ISO/TC207 

   SC1 

環境ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 
（EMS） 

SC2 

環境 
監査 
（EA） 

SC3 

環境 
ラベル
（EL） 

SC4 

環境ﾊﾟﾌｫｰ
ﾏﾝｽ評価 

(EPE) 

WG4 WG3 

ISO14000シリーズ：GHGマネジメント 

TR14069(WD) 

組織の温室効果ガス排出量の定量化と報
告－ISO14064-1の適用のための手引 

SC5 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙ
ｱｾｽﾒﾝﾄ 

(LCA) 

SC7 

GHGﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ (GHG) 

WG7 WG8 

14064-1(2006) 

組織のGHGの定量化－仕様並びに手引 

14064-3(2006) 

妥当性確認及び検証の仕様・指針 

14064-2(2006) 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのGHGの定量化--- 

14065(2007) 

認証・検証機関に対する要求事項 

14066(FDIS) 

審査員・検証員の力量に対する要求事項 

TCG 

（用語
及び定

義） 

※WG3,4,7は現在解散済 

2011.07.05 

http://www.iso.ch/iso/en/ISOOnline.frontpage


14020(2000) 

環境ﾗﾍﾞﾙ及び宣言－一般原則 

ISO/TC207 

   SC1 

環境ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 
（EMS） 

SC2 

環境 
監査 
（EA） 

SC3 

環境 
ラベル
（EL） 

SC4 

環境ﾊﾟﾌｫｰ
ﾏﾝｽ評価 

(EPE) 

14024(1999)－タイプⅠ 

WG4 WG3 

ISO14000シリーズ：製品の管理 

14021(1999)－タイプⅡ（追補作成中：FDIS） 

SC5 

ﾗｲﾌｻｲｸﾙ
ｱｾｽﾒﾝﾄ 
(LCA) 

SC7 

GHGﾏﾈｼﾞ

ﾒﾝﾄ 
(GHG) 

WG7 WG8 

14025(2006)－タイプⅢ 

14040(2006) 

LCA－原則及び枠組み 

TR14047(2003) 

LCA－ｲﾝﾊﾟｸﾄｱｾｽﾒﾝﾄの適用例 

14044(2006) 

LCA－要求事項及び指針 

TR14049(2000) 

LCA－ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ分析の例 

TS14048(2002) 

LCA－ﾃﾞｰﾀ記述書式 

14045(DIS) 環境効率評価 

??組織のLCA?? 

14046(NP) ｳォｰﾀｰﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ 

??LCAのﾚﾋﾞｭｰｼｽﾃﾑ?? 

TR14062(2002)環境適合設計 

Guide64(2008) (1997)  

製品規格の指針 

TCG 

（用語
及び定

義） 

2011.07.05 

※WG3,4,7は現在解散済 

http://www.iso.ch/iso/en/ISOOnline.frontpage


14001(2004) 

EMS-要求事項及び利用の手引 

ISO/TC207 

   SC1 

環境ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 
（EMS） 

SC2 

環境 
監査 
（EA） 

SC3 

環境 
ラベル
（EL） 

SC4 

環境ﾊﾟﾌｫｰ
ﾏﾝｽ評価 

(EPE) 

14005(2010) 

EMS-段階的実施の指針 

ISO14000シリーズ：組織の管理 
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14006(FDIS) 

EMS-エコデザイン導入の指針 

14031(1994)(改正中：CD) 

環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ評価－指針 

TS14033(DTS) 

定量的環境情報の指針及び実施例 

19011(2002) 

品質及び/又は環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ監査
のための指針 

19011(DIS) 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ監査のための指針 

14051(FDIS) 

マテリアルフローコスト会計 

ISO/TC176-SC3と協働 

TCG 

用語及
び定義 

WG3 

 

WG4 

※WG3,4,7は現在解散済 
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地球環境サミット 

・1992年ブラジル；持続可能な発展 

・2002年南アフリカ；持続可能な消費と生産 

     →ISO/TC207設立へ 

 

・2012年ブラジル：貧困の撲滅とグリーンエコノミー 


